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4.2 路上駐車、荷捌き対策（周辺駐車場の状況調査） 

緩速車線空間を「ゆとり空間」として利用した場合の具体的な影響として、バス及びタクシーは緩速車

線に停留所及び乗り場を設置できなくなり、荷捌き車両は緩速車線での荷捌きが不可能となる。このよ

うな状況が想定される中、バス、タクシー、荷捌きとも混雑の発生や、緩速車線を利用できなくなることに

ついて不安視する意見がある。 

このような影響に対して、停車帯設置、時間貸し駐車場の利用促進等の解決策が想定される。こうし

た対策実施により、現況の路上駐車車両 153 台は本線へ停車しなくなり、想定される影響は改善される

と考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• バス停留所、タクシー乗り場の確保：本線横に停車帯を設置 

• 荷 捌 き ス ペ ー ス の 確 保：本線横に停車帯を設置、時間貸し駐車場の利用促進、 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況と課題 

解決策 

Ｐ 

Ｐ 

路上駐車153台の場合

停車帯に56台転換可能

時間貸し駐車場に 
97台転換 

本線横の停車帯、御堂筋周辺の時間貸し駐車場の活用により、現況の路上駐車車両153台すべて
が転換可能。 

＜転換条件＞ 
路上駐車した街区に隣接する南北１

街区、路上駐車と同じ側の東西２街区、
反対側の東西１街区の停車帯、時間貸
し駐車場に転換するものとする。 

※対象区間は淀屋橋～難波交差点とする。
※路上駐車台数は、昼間ピーク時の153台

を使用。 
※平成21年度駐車状況調査、平成22年度

路上駐車アンケート調査（ともに大阪国道
事務所）をもとに転換台数を算定。 

路上駐車と同じ側
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4.3 イチョウの保全を考慮した停車帯の検討について 

緩速車線空間を利用した場合に植栽帯の一部を停車帯、車道、歩道等へ転換する際に、イチョ

ウの健全な生育に影響がないことを確認する必要があるため、専門家にアドバイスを受けながら、

「イチョウ再生実験」を実施し、次のような結果が中間報告されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 イチョウの再生実験概要 

対 象 種 別 実験内容 モニタリング内容 

御堂筋 

(主に樹齢50年以上) 

現場のイチョウを対象として

根系切断・剪定の影響を確

認する再生実験 

・根系切断 

・剪定 

・土壌改良 

■写真撮影 

■樹木医による目視観察 

■数値計測 

 ・葉の水分量、葉緑素量 

 ・光合成活性、土壌体積含水率 

大阪府立大学圃場 

(樹齢10年程度の若木)

御堂筋の根系切断・剪定の

影響把握を補完するために

実施された対照実験 

(環境が異なる場所で同じ実

験内容を実施して比較) 

・根系切断 

・剪定 

■数値計測 

 ・葉の水分量、葉緑素量 

 ・光合成活性、土壌体積含水率 

 

図 実験内容 

［   部を剪定］幹直近で掘削

■実験の対象木 

イチョウにとって厳しい条件で実験を実施 

【日照条件】 

西日が強く影響すると考えられる東側植樹帯のイチョ

ウを対象とする 

【雌  雄】 

環境圧の影響が大きいと考えられる雌木を対象とする

【胸高直径】 

中径木が最も多いことからφ300程度のイチョウを対

象とする（小径木は根系切断によく耐える。大径木は

原則根系切断せずに済ませる構造を考える） 

6000（根の伸長範囲）

2850
（2段根伸長範囲）

3950
（植樹帯の幅）

根本径500

現況GL

2×0.5ｍの範囲を溝掘・埋戻し

全体の3割程度
の根系を切断

本実験で切断さ
れず機能してい
ると思われる

樹木芯から３ｍ辺り
太い根でφ40ぐらい

図 根系切断範囲の推定図
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図 実験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月下旬（約 1 ヶ月後） 8 月下旬（約 5 ヶ月後） 

○切断から酷暑を経て約 5 ヶ月経っても健全に育成○切断から約 1 ヶ月経っても健全に育成 

■ 再生実験の考察 

●御堂筋のイチョウについて、季節的に厳しい夏を乗り越えた段階で、実験対象木と根系切断・剪定し

ていない対照木とを比較しながら、数値計測結果（葉の水分量・光合成活性等）より判断すると、根

系切断・剪定による顕著な影響は認められないと言える。 

●季節的に厳しい夏を乗り越えた段階での、樹木医による目視観察でも、実験対象木イチョウは「おお

むね健全」な状態であり、対照木と比較しても根系切断・剪定による顕著な影響は認められない。 

●御堂筋のイチョウと大阪府立大学圃場のイチョウの比較では、葉の水分量、光合成活性等の数値

計測の変動傾向は同様のもので、これらの変化はイチョウという樹種の特性であると思われる。 

●根茎切断・剪定の大きな影響が認められなかった要因は以下のようなことが考えられる 

 ・イチョウは移植が容易な樹種であり、基本的に根茎切断・剪定に比較的強い。 

 ・御堂筋のイチョウは植樹帯のなかで縦断方向に根系が発達しており、本実験で実施した横断方向

の根系切断による影響は少なかった。 

 ・実験対象としたイチョウは樹齢 50 年を超えると考えられ、厳しい環境の中で少ない土中水分を補給

するため根系を発達させており、根系切断によりイチョウの受ける影響が少なかった。 

■ 再生実験の課題 

●本実験では、健全度の標準的な個体を対象とした結果である。樹齢や環境条件、個体差により、根

系切断や剪定の影響は異なると考えられることから、注意が必要である。 

●イチョウは、前年の状況が翌年に大きく影響を及ぼす可能性も懸念される。したがって、今年度だけ

でなく、今後もモニタリング調査※を実施し、大きな影響がでないことを確認する必要がある。 

●移植直後のイチョウや弱っているイチョウに対して、同じような根系切断・剪定を実施した場合、本年

度のモニタリング調査結果以上の悪影響が発生する可能性は否めない。したがって、根系の発達を

促す、土壌改良や新たな植栽基盤の確保などが必要であり、ある程度成長する時間的余裕を担保

する必要があると思われる。 

●現況の御堂筋のイチョウは、樹形や樹勢をみても、厳しい環境のなかでやっと生きているといった状

態で、決して健全であるとは言えない。老木は、自然樹形のまま管理しないでいると枯れてしまう危

険性もある。今後 50 年～100 年後にも御堂筋のイチョウ並木を残し、後世に引き継いでいくために

は、必要な保育管理を実施して、より健全な状態を保つための方策として、適正な剪定や注意深い

施肥など必要な措置を検討する必要がある。 

※平成 23 年 7 月時点において、モニタリング調査継続中であり、今後も継続予定 


